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■概要■ 

 本編では，画像入力のための撮像デバイス（イメージセンサ），および，カメラについて説

明する． 
 電気的に画像を撮影し，画像情報を蓄積し，遠方で画像を見るというシステムは，動画に

対してはテレビジョンとして，1920 年代から開発が始まった．まず，撮像管が実用になり，

白黒テレビジョン放送，カラーテレビジョン放送の立ち上げ期，普及期に活躍した．1980 年

代になると CCD イメージセンサが主流になり，コンシューマ向けのムービーやデジカメが

大いに成長した．更に 2000 年代に入ると，カメラ付携帯が売り出され，CMOS センサの発

展とともに，爆発的に普及した．2010 年時点で，携帯用カメラは 10 億台，デジカメは 1.4
億台売られるまでになった．応用分野は，医療，科学，産業などあらゆる分野に及び，各分

野の発展に大いに貢献している． 
 このような発展は，画像が扱えるまでに進歩した，画像処理技術，蓄積技術，通信技術に

負うところが大きい．同時に，撮像デバイスとカメラそのものの技術発展が重要であり，日

本を中心に行われてきた．本編では，撮像デバイスとカメラの多岐にわたる技術に関して，

それぞれの分野の専門家にカラフルな図面を利用し，わかりやすく解説した． 
 

【本編の構成】 

 本編では，撮像デバイス（1 章），カメラ（2 章），不可視画像入力（3 章）に関する技術に

ついて説明する． 
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